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(57)【要約】
【課題】　容器に収容した腰折ウェットテシューの連続
取出しが容易であり、且つ取出し端の洗浄液の乾燥を有
効に防止する多重腰折ウェットテシューの連続取り出し
構造を提供する。
【解決手段】上部折片３と中間折片４と下部折片５とテ
ール片６とを有する左右腰折ウェットテシュー１Ａ，１
Ｂを多重ねして容器９に収容し、上部折片３と中間折片
４の腰折部分１１を容器９の上部取出口１０において上
下にオーバーラップし、該オーバーラップ帯域Ｗにおい
て隆起部１２を形成すると共に、上記テール片６を下位
の腰折ウェットテシュー１Ａ，１Ｂの下部折片５の下面
に重ね合わせ、上記隆起部１２上に存する腰折部分１１
を上記上部取出口１０を通し摘出する構成とした多重腰
折ウェットテシューの連続取出し構造。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
左側腰折ウェットテシューと右側腰折ウェットテシューとを上下に交互に積み重ねて多重
腰折ウェットテシューを形成し、該多重腰折ウェットテシューを容器内に収容し、該容器
上面で開口する上部取出口より左側腰折ウェットテシューと右側腰折ウェットテシューと
を交互に取り出すように組み合わせられた多重腰折ウェットテシューの連続取出し構造に
おいて；
　上記左側腰折ウェットテシューは上部折片と、上部折片の右端から第一腰折線を介して
上部折片の下面に重ね合わさるように折り返された中間折片と、上記上部折片の左端から
第二腰折線を介して上記中間折片の下面に重ね合わさるように折り返された下部折片とを
有し、該下部折片は中間折片の右端（第一腰折線）を越えて延ばされたテール片を有し；
　上記右側腰折ウェットテシューは上部折片と、上部折片の左端から第一腰折線を介して
上部折片の下面に重ね合わさるように折り返された中間折片と、上記上部折片の右端から
第二腰折線を介して上記中間折片の下面に重ね合わさるように折り返された下部折片とを
有し、該下部折片は中間折片の左端（第一腰折線）を越えて延ばされたテール片を有し；
　上記左側腰折ウェットテシューの下部折片の端部とテール片を直下の右側腰折ウェット
テシューの中間折片の下面に重ね合わせ；
　同様に上記右側腰折ウェットテシューの下部折片の端部とテール片は直下の左側腰折ウ
ェットテシューの中間折片の下面に重ね合わせ；
　上記全腰折ウェットテシューの第一腰折線による腰折部分を上記上部取出口の下方にお
いて上下にオーバーラップせしめ、該オーバーラップ帯域に上記多重腰折ウェットテシュ
ーの上面から隆起する隆起部を生成し；
　該隆起部及び該隆起部上に支持された最上位の腰折ウェットテシューの第一腰折線によ
る腰折部分が上記上部取出口の開口面を横切って延在する構成としたことを特徴とする多
重腰折ウェットテシューの連続取出し構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は多重腰折ウェットテシューを容器に収容し、該容器の上部取出口を通じて各腰
折ウェットテシューの連続取出しが行えるように組み合わせられた、多重腰折ウェットテ
シューの連続取り出し構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１とこれに対応する特許文献２，３は、最上位の腰折ウェットテシューの取出
し時における、下位の腰折ウェットテシューの上記取出口外への誘出量を最小限にした多
重腰折ウェットテシューの連続取出し構造を開示している。
【０００３】
　この発明によれば、上記下位の腰折ウェットテシューの取出口からの誘出量が限定され
、洗浄液の乾燥を有効に防止することができる。
【０００４】
　然しながら上記取出口から誘出される腰折ウェットテシューの取出端は薄い単層である
ため摘持し難く、又取出し時に該取出端が引き裂かれる懸念を有している。又この単層の
取出端は腰が弱く、再び下位の腰折ウェットテシューの上面に倒れ込み密着してしまい、
取出し端を探しながら摘持しなければならない。
【０００５】
　又特許文献１乃至３の多重腰折ウェットテシューは幅が長くなり、これに伴い容器の幅
が長くなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特許第２９５１１８７号公報
【特許文献２】米国特許第５４９７９０３号公報
【特許文献３】欧州特許第０７４７３１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は容器の上部取出口からの腰折ウェットテシューの誘出量を最小限にするか、或
いは取出口から誘出することなく取出しが容易に行え、且つ洗浄液の乾燥を有効に防止す
ることができる多重腰折ウェットテシューの連続取り出し構造を提供する。
【０００８】
　又本発明は上記目的を達成しながら、強度が大きく嵩高な最上位の腰折ウェットテシュ
ーの腰折部分を容器の取出口において確実に摘持し取出しできるようにした、多重腰折ウ
ェットテシューの連続取り出し構造を提供する。
【０００９】
　即ち本発明は左側腰折ウェットテシューの第一腰折線による腰折部分と、右側腰折ウェ
ットテシューの第一腰折線による腰折部分とが容器の上部取出口の下方において上下にオ
ーバーラップし、該オーバーラップ帯域において上方へ隆起した状態を形成し、該隆起部
が上記上部取出口に面して形成されると共に、該隆起部上に上記第一腰折線による腰折部
分が支持され、これを摘持し取出しを容易に行うことができる、多重腰折ウェットテシュ
ーの連続取り出し構造を提供する。
【００１０】
　又本発明は最上位の腰折ウェットテシューの腰折部分を下位の腰折ウェットテシューか
ら離間して隆起させ摘持に供するようにした、多重腰折ウェットテシューの連続取り出し
構造を提供する。
【００１１】
　又本発明は多重腰折ウェットテシューの幅を縮小し、これを収容する容器の幅を縮小す
ることができる、多重腰折ウェットテシューの連続取り出し構造を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、左側腰折ウェットテシューと右側腰折ウェットテシューとを上下に交互に積
み重ねて多重腰折ウェットテシューを形成し、該多重腰折ウェットテシューを容器内に収
容し、該容器上面で開口する上部取出口より左側腰折ウェットテシューと右側腰折ウェッ
トテシューとを交互に取り出すように組み合わせられた多重腰折ウェットテシューの連続
取出し構造に係わり、下記のＡ乃至Ｇの構成を有する。
【００１３】
Ａ：上記左側腰折ウェットテシューは上部折片と、上部折片の右端から第一腰折線を介し
て上部折片の下面に重ね合わさるように折り返された中間折片と、上記上部折片の左端か
ら第二腰折線を介して上記中間折片の下面に重ね合わさるように折り返された下部折片と
を有し、該下部折片は中間折片の右端（第一腰折線）を越えて延ばされたテール片を有す
る。
【００１４】
Ｂ：上記右側腰折ウェットテシューは上部折片と、上部折片の左端から第一腰折線を介し
て上部折片の下面に重ね合わさるように折り返された中間折片と、上記上部折片の右端か
ら第二腰折線を介して上記中間折片の下面に重ね合わさるように折り返された下部折片と
を有し、該下部折片は中間折片の左端（第一腰折線）を越えて延ばされたテール片を有す
る。
【００１５】
Ｃ：上記左側腰折ウェットテシューの下部折片の端部とテール片は直下の右側腰折ウェッ
トテシューの中間折片の下面に重ね合わせる。
【００１６】
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Ｄ：同様に上記右側腰折ウェットテシューの下部折片の端部とテール片は直下の左側腰折
ウェットテシューの中間折片の下面に重ね合わせる。
【００１７】
Ｅ：上記全腰折ウェットテシューの第一腰折線による腰折部分を上記上部取出口の下方に
おいて上下にオーバーラップせしめ、該オーバーラップ帯域に上記多重腰折ウェットテシ
ューの上面から隆起する隆起部を生成する。
【００１８】
Ｆ：上記容器の上部取出口に面する最上位の左側腰折ウェットテシューの第一腰折線によ
る腰折部分又は同最上位の右側腰折ウェットテシューの第一腰折線による腰折部分が上記
上部取出口の開口面を横切って延在する。
【００１９】
Ｇ：最上位の腰折ウェットテシューは第一腰折線による腰折部分を上記上部取出口を通し
摘持し、取出しされる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、左側腰折ウェットテシューの第一腰折線による腰折部分と、右側腰折
ウェットテシューの第一腰折線による腰折部分とが容器の上部取出口の下方において上下
にオーバーラップし、該オーバーラップ帯域において上方へ山形に隆起した状態を形成し
、該隆起部が上記上部取出口に面して形成されると共に、該隆起部上に上記第一腰折線に
よる腰折部分が支持された状態を形成するので、各腰折ウェットテシューの摘持と取出し
が極めて容易である。
【００２１】
　又本発明によれば、容器の取出口に面する腰折ウェットテシューの腰折部中央部に鼻形
の誘出部を形成することができ、該鼻形の誘出部を摘持して容易に取り出すことができる
。
【００２２】
　又上記誘出量を最小限にするか、或いは取出口から誘出することなく、取出端の洗浄液
の乾燥を有効に防止することができる。
【００２３】
　又本発明によれば、最上位の腰折ウェットテシューの腰折部分は強度が大きく嵩高であ
り、該腰折部分を容器の取出口において確実に摘持し取出しできる。
【００２４】
　又本発明によれば、最上位の腰折ウェットテシューの腰折部分を下位の腰折ウェットテ
シューから離間して引き起こし、該引き起こし部を摘持し容易に取出できる。
【００２５】
　又本発明によれば、多重腰折ウェットテシューの幅を縮小し、これを収容する容器の幅
を縮小することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明に係る多重腰折ウェットテシューを容器内に収容した状態を示す斜視図。
【図２】本発明に係る多重腰折ウェットテシューを容器内に収容した状態を示す平面図。
【図３】本発明に係る左側腰折ウェットテシューと右側腰折ウェットテシューの斜視図。
【図４】本発明に係る多重腰折ウェットテシューを容器内に収容した状態を示す断面図。
【図５】本発明に係る容器内に収容した多重腰折ウェットテシューの上層部を示す要部断
面図。
【図６】上記左右腰折ウェットテシューの展開図。
【図７】本発明に係る多重腰折ウェットテシューの取出し時に形成される取出し端の形態
を示す要部断面図。
【図８】本発明に係る多重腰折ウェットテシューの取出し時に形成される取出し端の他の
形態を示す要部断面図。
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【図９】本発明に係る多重腰折ウェットテシューの取出し時に形成される取出端の形態を
示す平面図。
【図１０】図９における取出端の形態を矢視Ａ方向から視た断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下本発明を実施するための最良の形態を図１乃至図１０に基づき説明する。図１，図
２は本発明に係る多重腰折ウェットテシューを容器９内に収容した状態を示し、図３乃至
図６は本発明に係る多重腰折ウェットテシューの折り構造と組み合わせ構造を示し、図７
乃至図１０は本発明に係る多重腰折ウェットテシューの取出し時に形成される取出し端の
形態を示す。
【００２８】
　本発明に係る左側腰折ウェットテシュー１Ａと右側腰折ウェットテシュー１Ｂとは何れ
も洗浄液を含浸し、表面が湿潤状態にある。
【００２９】
　上記左側腰折ウェットテシュー１Ａと右側腰折ウェットテシュー１Ｂは上下に交互に積
み重ね、多重腰折ウェットテシューを形成しており、該多重腰折ウェットテシューを、例
えば変形可能な耐水性シートから成る容器９内に収容し、該容器９上面で開口する上部取
出口１０より左側腰折ウェットテシュー１Ａと右側腰折ウェットテシュー１Ｂとを交互に
取り出すように組み合わせられている。
【００３０】
　左側腰折ウェットテシュー１Ａと、右側腰折ウェットテシュー１Ｂは互いに同一の大き
さを有する矩形のテシューに、以下に述べる折り構造と組み合わせ構造を与えたものであ
る。
【００３１】
　左側腰折ウェットテシュー１Ａは上部折片３と、上部折片３の右端から第一腰折線７を
介して上部折片３の下面に重ね合わさるように折り返された中間折片４と、上記上部折片
３の左端から第二腰折線８を介して上記中間折片４の下面に重ね合わさるように折り返さ
れた下部折片５とを有し、該下部折片５は中間折片４の右端（第一腰折線７）を越えて延
ばされたテール片６を有する。
【００３２】
　他方右側腰折ウェットテシュー１Ｂは上部折片３と、上部折片３の左端から第一腰折線
７を介して上部折片３の下面に重ね合わさるように折り返された中間折片４と、上記上部
折片３の右端から第二腰折線８を介して上記中間折片４の下面に重ね合わさるように折り
返された下部折片５とを有し、該下部折片５は中間折片４の左端（第一腰折線７）を越え
て延ばされたテール片６を有する。
【００３３】
　上記左側腰折ウェットテシュー１Ａの下部折片５の端部とテール片６は直下の右側腰折
ウェットテシュー１Ｂの中間折片４の下面に重ね合わせる。
【００３４】
　同様に上記右側腰折ウェットテシュー１Ｂの下部折片５の端部とテール片６は直下の左
側腰折ウェットテシュー１Ａの中間折片４の下面に重ね合わせる。
【００３５】
　上記各腰折ウェットテシューの第一腰折線７による腰折部分１１が上記上部取出口１０
の下方において上下にオーバーラップし、オーバーラップ帯域Ｗを形成する。
【００３６】
　即ち右向きの腰折部分１１と左向きの腰折部分１１が互いに交叉し、同交叉部に上下方
向のオーバーラップ帯域Ｗを形成する。多重腰折ウェットテシューは該オーバーラップ帯
域Ｗにおいて上方へ隆起して山形を呈し、該隆起部１２が上部取出口１０と対向した状態
が形成される。
【００３７】
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　上記容器９の上部取出口１０に面する最上位の左側腰折ウェットテシュー１Ａの腰折部
分１１又は同最上位の右側腰折ウェットテシュー１Ｂの腰折部分１１が上記上部取出口１
０の開口面を横切って延在する。即ち上記隆起部１２が上記上部取出口１０の開口面を横
切って延在し、該隆起部１２上に上記腰折部分１１が配置される。
【００３８】
　上記容器９の上部取出口１０に面する最上位の左側腰折ウェットテシュー１Ａの腰折部
分１１又は同最上位の右側腰折ウェットテシュー１Ｂの腰折部分１１を摘持し、上記上部
取出口１０を通し取出しされる。
【００３９】
　最上位の左側腰折ウェットテシュー１Ａ又は最上位の右側腰折ウェットテシュー１Ｂを
除く各腰折ウェットテシューの腰折部分１１は、上位の腰折ウェットテシューの下部折片
５の端部を介し上下に間接的に重ね合わせられ、他方最上位の左側腰折ウェットテシュー
１Ａの腰折部分１１又は最上位の右側腰折ウェットテシュー１Ｂの腰折部分１１は、下位
の腰折ウェットテシューの腰折部分１１と上下に直接重ね合わせられる。この全腰折部分
１１が直接的又は間接的に重ね合わせられた状態をオーバーラップ状態と称する。
【００４０】
　上記左右腰折ウェットテシュー１Ａ，１Ｂの上部折片３と中間折片４と下部折片５の取
出し方向の長さＳ１は互いに略等寸法であり、これに対しテール片６の取出し方向の長さ
Ｓ２は上記各折片３，４，５より短い。
【００４１】
　上記容器９は前記の通り、変形可能な耐水性シートから成り、その上部シート１３に一
端から他端に長い取出口１０が形成されており、上記隆起部１２と該隆起部１２上に存す
る腰折部分１１は該上部取出口１０に面して配置され、且つ該上部取出口１０の開口面を
長手方向に横切って延在する。
【００４２】
　上記容器９の上部取出口１０は上部シート１３に感圧性接着剤を介して貼り合わせられ
た閉鎖シート１４によって閉鎖されており、該閉鎖シート１４を引き剥がすことによって
上部取出口１０を開放し、上記腰折ウェットテシューの取出しを行う。
【００４３】
　本発明における個々の腰折ウェットテシュー１Ａ，１Ｂにおけるテール片６及び下部折
片５の端部は、中間折片４の下面に洗浄液を介して比較的強く密着している。同様に、上
部折片３と中間折片４とは洗浄液を介して比較的強く密着し、中間折片４と下部折片５も
洗浄液を介して比較的強く密着している。
【００４４】
　而して上記洗浄液を介しての密着状態において、最上位の左側腰折ウェットテシュー１
Ａ、又は同右側腰折ウェットテシュー１Ｂの腰折部分１１を摘持して上部取出口１０より
取出した場合、最上位の腰折ウェットテシューのテール片６と液体を介して密着する下位
の腰折ウェットテシューの腰折部分１１が、図７，図９，図１０に示すように、上部取出
口１０の外方に僅かに誘出される。
【００４５】
　使用者はこの腰折部分１１の鼻形の取出端１５を摘持して次回の取出しを容易に実行で
きる。
【００４６】
　又は最上位の腰折ウェットテシューのテール片６と液体を介して密着する下位の腰折ウ
ェットテシューの腰折部分１１が、図８に示すように、下位のウェットテシューの上部折
片３から離間して引き起こされる。使用者はこの腰折部分１１の取出端１５を摘持して次
の取出しを容易に実行できる。
【００４７】
　詳述すると、最上位の腰折ウェットテシューのテール片６は直下の腰折ウェットテシュ
ーの中間折片４と水分密着しており、この状態で最上位の腰折ウェットテシューの腰折部
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分１１を摘持して取出した場合、図９，図１０に示すように、テール片６が水分密着力に
より中間折片４を誘引し、この誘引力により中間折片４と上部折片３を上部取出口１０の
長手方向の中央部へ向け変位させつつ、該取出口１０に面する腰折部分中央部に鼻形に隆
起する取出端１５を形成する。
【００４８】
　取出しに供される腰折部分１１は常に腰折部分１１のオーバーラップ帯域Ｗに形成され
た隆起部１２上に配置されるので、上記取出端１５と協働して取出しを更に容易にする。
【００４９】
　仮に上記鼻形の取出端１５が充分に形成されない場合でも、隆起部１２上に配置された
腰折部分１１は摘持し易く取出しが容易である。
【００５０】
　本発明によれば、腰折ウェットテシューの連続取出しが極めて容易であり、且つ取出し
端の洗浄液の乾燥を有効に防止することができる。
【符号の説明】
【００５１】
　１Ａ…左側腰折ウェットテシュー、１Ｂ…右側腰折ウェットテシュー、３…上部折片、
４…中間折片、５…下部折片、６…テール片、７…第一腰折線、８…第二腰折線、９…容
器、１０…上部取出口、１１…腰折部分、１２…隆起部、１３…上部シート、１４…閉鎖
シート、１５…取出端、Ｗ…オーバーラップ帯域、Ｓ１…上部折片、中間折片、下部折片
の取出し方向の長さ、Ｓ２…テール片の取出し方向の長さ。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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